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西条市工事検査規程 

（趣旨） 

第１条 市が発注する土木工事及び建築工事等(以下「工事」という。)の検査については、 

この規程の定めるところによる。 

（検査の目的） 

第２条 検査は、工事の出来形について、調査検測し、工事請負契約書、設計書、図面、仕

様書その他の関係書類と対比して、工事の適否を判定するとともに、工事の的確厳正かつ

能率的な施工を期することを目的とする。 

 （検査の種類） 

第３条 検査の種類は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) 完成検査  

(２) 既成部分検査  

(３) 中間検査 

(４) 材料検査(設備機械器具等の検査を含む。以下同じ) 

 （検査員） 

第４条 検査員は、市長が定める。 

第５条 検査員は、関係者に対し、検査に必要な労務の提供、機械器具、関係書類 

その他の物件の提供又は説明を求めることができる。    

 （検査の実施） 

第６条 検査は、実地において行われなければならない。ただし、特殊なものの検査につい

ては、公的な説明又はこれに類するものをもって検査に代えることができる。       

第７条 検査は現状のまま行わなければならない。ただし、地下、水中等で外部から確認し

がたい部分又はコンクリートの品質及び強度、舗装厚さ等外形で判断し難いものの検査に

ついては、軽微な破壊検査又は中間検査、既成部分検査及び工事中の写真、施工管理試験

等の資料により認定することができる。 

２ 前項に規定する検査のほか、工事が設計図書に適合していない場合等で検査員が特に必

要があると認めるときは、破壊検査を行うことができる。 

 （検査の立会い） 

第８条 検査には、当該検査に係る工事の監督員が立ち会うほか立会人を置く。ただし、検

査に係る工事が軽易な場合は、立会人を置かないことができる。 

２ 立会人は、西条市職員のうちから選任する。   

３ 市長は、検査に当たって、当該検査に係る工事の請負者又は現場代理人及び主任技術者、

監理技術者又は専門技術者を立ち会わせなければならない。 

 （検査の準備） 

第９条 工事の請負者から工事完成届又は既成部分検査請求書の提出があった場合は、監督

員は、直ちに調査を行い、適当と認めたときは、工事完成(既成部分)出来形調書（様式第  



2 

１号）及び出来形展開図(これを作成できない場合にあっては、出来形図とする。以下同じ。)   

を作成しなければならない。 

２ 工事担当課長は、当該工事の請負者から工事完成届又は既成部分検査請求書の提出があ

った場合は、当該書類に次に掲げる書類及び図面を工事完成（既成部分・中間）検査依

頼書（様式第２号）に添付して工事検査担当課長に提出しなければならない。 

(１) 設計図書で監督員の検査を受けて使用すべきものと指定した工事の材料に係る材料

検査表（様式第３号） 

(２) 工事完成（既成部分）出来形調書 

(３) 出来形展開図 

第１０条 監督員は、検査に備え、次に掲げる書類及び図面を整備しておかなければならな

い。 

 (１) 契約書、設計図書、査定設計書及び全体設計書又は全体計画書 

 (２) 契約書に基づく指示書、承諾書、協議書等   

 (３) 材料検査表並びに材料試験、性能試験、品質管理試験等の資材及び各種証明書等   

 (４) 工事完成(既成部分)出来形調書  

 (５) 出来形展開図及び配線配管図 

 (６) 工事中の写真及び完成写真 

 (７) その他の関係書類 

２ 工事担当課長は、検査時までに、測点及び仮水準点その他特殊なくい等は、工事の請負

者をして、これを存置し、又は判明するようにさせておかなければならない。 

 （完成検査） 

第１１条 完成検査は、既成部分検査又は中間検査において既に検査した部分を含み、全て

の部分について行うものとする。 

２ 検査員は、完成検査を終えた場合は、工事検査復命書(様式第４号)を作成しなければな

らない。 

３ 工事検査復命書には、次に掲げる書類及び図面を添付しなければならない。 

 (１) 工事完成出来形調書 

 (２) 出来形展開図及び配線配管図 

 (３) 工事中の写真、完成写真及び検査状況の写真 

 (４) その他必要な資料 

 （検査済証の交付） 

第１２条 検査員は、完成検査の結果、工事の完成を確認したときは、工事完成検査済証(様

式第５号)を工事の請負者に交付しなければならない。 

（指示） 

第１３条 検査員は、完成検査の結果に基づき、工事の目的物に影響を与えない事項のうち、

工事の請負者が行う必要があると認められる軽易な事項について、関係者に必要な指示を
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与えることができる。 

 （修補工事の請求） 

第１４条 検査員は、完成検査の結果、工事の目的物が設計図書に不適合で修補工事が必要

であると認めた場合は、修補工事請求書(様式第６号)に修補工事設計書(図面を含む。以下

同じ。)を添付して、工事の請負者に修補工事を請求し、これを施工させなければならない。 

２ 検査員は、前項の規定により修補工事を請求したときは、工事検査復命書にその旨を記

載しなければならない。 

 （修補工事完了届の提出） 

第１５条 工事の請負者は、修補工事が完了した場合は、修補工事完了届(様式第７号)を検

査員に提出しなければならない。 

２ 前条の規定は、検査員が修補工事の目的物が修補工事設計書に不適合で更に修補工事が

必要であると認めた場合について準用する。 

 （工事成績） 

第１６条 検査により完了を確認した工事については、別に定めるところにより、その成績

を評定しなければならない。この場合において、完成検査により完成を確認した工事につ

いては、評定した成績を工事の請負者に通知しなければならない。 

 （既成部分検査） 

第１７条 既成部分検査は、工事の請負者の請求に基づき行うものとする。この場合におい

て、既成部分の出来形に修補を要する部分があるときは、その部分の出来形を既成部分出

来形から削除しなければならない。 

２ 検査員は、既成部分検査に当たっては、修補工事及び設計変更の要否、工期内完成の見

通し等について検討しなければならない。 

３ 検査員は、既成部分検査を終えた場合は、既成部分検査確認書(様式第８号)を工事の請

負者に交付しなければならない。 

４ 第１１条第２項及び第３項並びに第１３条の規定は、既成部分検査に準用する。 

５ 第１４条及び第１５条の規定は、既成部分検査後の修補工事について準用する。 

 （中間検査） 

第１８条 中間検査は、工事の施工の途中において、市長が必要と認めた場合に、適宜行う

ことができる。 

２ 第１１条第２項及び第１３条の規定は、中間検査について準用する。この場合において、

中間検査に係る工事検査復命書には、工程表と実績とを比較した書類、中間検査状況の写

真その他必要な書類を添付しなければならない。 

３ 検査員は、中間検査を終えた場合は、中間検査確認書(様式第９号)を工事の請負者に交

付しなければならない。 

４ 第１４条及び第１５条の規定は、中間検査後の補修工事について準用する。 

 （材料検査） 
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第１９条 監督員は、設計図書で監督員の検査を受けて使用すべきものと指定した工事の材

料について、材料検査表を作成しなければならない。 

 （意見相違の報告） 

第２０条 検査員は、検査において、立会人その他の者との間に意見の相違があるときは、

その理由を詳細に記載した書面により、市長にその旨を報告しなければならない。 

 （適用除外） 

第２１条 土木工事については、工事完成出来形が設計図書の形状又は内容と相違がない場

合の第９条第１項及び第２項第３号、第１０条第１項第５号並びに第１１条第３項第２号

に規定する出来形展開図及び配線配管図の作成、整備又は添付を省略することができる。 

２ 建築工事については、次に掲げる書類及び図面の作成、添付又は提出を省略することが

できる。 

(１) 第９条第１項及び第２項第２号、第１０条第１項第４号並びに第１１条第３項第１

号に規定する工事完成出来形調書 

(２) 第９条第１項及び第２項第３号、第１０条第１項第５号並びに第１１条第３項第２

号に規定する出来型展開図 

３ 委託契約に係る地質調査及び測量、調査、設計等の検査又は検収については、この規定

の趣旨に基づいてこれを行い、検査調書等については、業務検査調書（様式第１０号）に

よるものとする。 

４ 市長は、前３項に規定するもののほか、関係書類の作成、整備、提出又は手続等につい

て、工事の内容、規模等に応じ、この規程の趣旨に反しない範囲内で、省略し、又は必要

な事項を定めることができる。 

 （委任） 

第２２条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 

   附 則 

 この規程は、平成１６年１１月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和２年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和４年４月１５日から施行する。 

 


